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日本患者･家族団体協議会
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鏃
詰
緊
急
署
名
行
動
へ

常
任
幹
事
会
が
呼
び
か
け

　
　

「
介
護
保
険
法
」
案
の
創
設
、
医
療

保
険
制
度
の
改
悪
を
め
ざ
す
動
き
が
厳

し
さ
を
増
す
中
で
全
国
の
患
者
・
家
族

の
皆
さ
ん
に
訴
え
ま
す
。

１あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
保
険

緊急署名請願行動

1997年４月21日(月)

午前10時

　

国会議員会館

署名用紙締切は4月10日ＪＰＣ事務局到着

厳守、もしくは当日ご持参ください

料
だ
け
が
徴
収
さ
れ
て
、
「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
大
量
の
無
保
険
者
を

生
み
出
す
と
と
も
に
、
受
給
者
を
年
齢

に
よ
っ
て
差
別
し
、
介
護
が
必
要
な
難

病
患
者
、
慢
性
疾
患
患
者
、
障
害
者
を

排
除
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
や
利
用
料

の
負
担
増
は
国
民
生
活
を
圧
迫
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
現
在
す
す
め
ら
れ
て
い

る
厚
生
省
の
「
介
護
保
険
法
」
案
に
強

く
反
対
し
ま
す
。
拙
速
に
進
め
る
の
で

は
な
く
、
さ
ら
に
議
論
を
尽
く
し
、
国

の
責
任
に
よ
り
国
民
の
「
介
護
」
要
求

に
十
分
に
応
え
る
公
的
介
護
保
障
の
確

立
を
求
め
ま
す
。

　

云
、
底
流
順
順
側
府
咎
、

ま
さ
に
「
金
の
な
い
も
の
は
医
療
を
受

け
る
な
」
と
い
う
大
改
悪
案
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
医
療
保
険
制
度
を
骨
抜
き

に
す
る
も
の
で
す
。

　

健
保
被
用
者
本
人
の
負
担
を
倍
増
し
、

老
人
保
健
の
定
額
負
担
を
巧
妙
に
値
上

げ
し
、
薬
代
の
負
担
を
一
日
一
種
類
に

つ
き
十
五
円
上
積
み
を
す
る
な
ど
、
大

幅
な
患
者
負
担
増
を
含
ん
だ
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
改
悪
案

は
当
面
の
改
革
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

軽
医
療
の
保
険
給
付
除
外
や
自
由
診
療

の
拡
大
な
ど
保
険
で
受
け
ら
れ
る
範
囲

を
縮
小
、
限
定
し
よ
う
と
す
る
大
改
悪

の
第
一
段
階
な
の
で
す
。

　

社
会
保
障
制
度
は
、
国
民
の
健
康
と

幸
福
を
左
右
す
る
重
要
な
Ｉ
ゲ
ソ
ス
テ

1997- 2犬川卜言(Jl'l

ム
で
す
。
多
く
の
先
輩
や
仲
間
が
自
ら

の
病
を
お
し
て
、
運
動
で
勝
ち
取
っ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
生
命
の
尊
厳
を
守

る
闘
い
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち

は
病
気
や
障
害
を
持
っ
て
も
、
あ
る
い

は
高
齢
に
な
っ
て
も
、
差
別
や
偏
見
の

な
い
、
生
き
て
い
く
権
利
が
等
し
く
保

障
さ
れ
る
よ
う
な
「
人
間
と
し
て
の
尊

厳
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
の
改
悪
を
阻
止
し
、

豊
か
な
医
療
と
福
祉
の
拡
充
を
ね
が
う

と
い
う
一
致
点
で
団
結
し
、
医
療
保
険

制
度
改
悪
に
反
対
し
、
「
介
護
保
険
法
」

案
に
反
対
す
る
行
動
に
立
ち
上
が
る
こ

と
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
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旨
皿
健
保
改
悪
を
Ｉ
申

　

医
療
保
険
審
議
会
（
塩
野
谷
祐
丁
会
長
）
は
2
7
日
、
大
幅
な
患
者
負
担
を
盛
り
込

　
　
　
　

ん
だ
医
療
保
険
制
度
の
「
改
革
」
案
を
諮
問
ど
お
り
答
申
し
ま
し
た
。
今
回
の
医
療
保
　
　
　

険
「
改
革
」
案
は
、
9
7
年
５
月
か
ら
健
保
な
ど
被
用
者
本
人
の
患
者
負
担
を
二
割
、
七
　
　
　
　

十
歳
以
上
の
患
者
は
外
来
診
療
一
回
五
百
円
（
一
医
療
機
関
月
二
千
円
を
上
限
）
、
入
　
　
　
　

院
一
日
千
円
（
入
院
給
食
費
一
日
七
百
六
十
円
は
別
）
と
し
、
こ
れ
と
は
、
別
に
す
ベ

　
　
　
　

て
の
外
来
患
者
の
薬
剤
一
種
類
一
口
分
に
つ
き
十
五
円
を
負
担
す
る
。
ま
た
、
政
府
管

　
　
　
　

掌
健
保
の
保
険
料
率
を
八
・
二
％
か
ら
八
エ
ハ
％
に
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

　
　
　

　

答
申
は
、
諮
問
内
容
に
強
い
異
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
併
記
し
て
い
ま
す
が
、
政
府
案
　
　
　
　

自
体
は
「
や
む
を
え
な
い
」
と
了
承
し
ま
し
た
。
国
は
「
自
ら
の
痛
み
」
を
何
ら
負
担
　
　
　
　

す
る
こ
と
な
く
、
患
者
、
家
族
に
総
額
二
兆
円
も
の
負
担
増
を
押
し
つ
け
る
も
の
で
す
。
　
　
　

医
保
審
答
申
全
文

　

当
審
議
会
は
、
今
後
の
医
療
保
険
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
二
年
間
に

わ
た
り
検
討
を
行
い
、
昨
年
T
-
1
月
2
7
日
の

建
議
書
に
お
い
て
、
二
Ｉ
世
紀
初
頭
に
目

指
す
べ
き
医
療
保
険
制
度
に
向
け
て
、
医

療
提
供
体
制
及
び
医
療
保
険
制
度
全
般
の

総
合
的
か
つ
段
階
的
な
改
革
を
実
施
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
平
成

９
年
改
正
を
行
う
よ
う
提
言
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
改
正
案

は
一
部
負
担
や
保
険
料
率
の
引
上
げ
な
ど

負
担
増
が
中
心
で
あ
り
、
一
時
的
な
財
政

対
策
と
の
色
彩
が
濃
い
制
度
の
総
合
的
な

改
革
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
十
分
で
な

く
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

医
療
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
か
ね
て
提
言
し
て
い
る
老
人
保
健

制
度
の
抜
本
的
見
直
し
を
始
め
、
医
療
提

供
体
制
及
び
医
療
保
険
制
度
全
般
に
つ
い

て
、
国
民
的
立
場
か
ら
、
中
長
期
的
視
野

に
基
づ
く
改
革
に
早
急
に
着
手
す
べ
き
で

あ
る
。

　

高
齢
者
の
一
部
負
担
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
者
に
適
切
な
配
慮
を
行
い
つ
つ
、
定

率
負
担
を
導
入
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る

と
の
意
見
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

診
療
を
担
当
す
る
委
員
か
ら
、
定
率
負
担

に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
り
、
高
齢
者
の
一

部
負
担
に
つ
い
て
は
急
激
な
負
担
増
を
避

２

け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
薬
剤
に

係
る
一
部
負
担
及
び
患
者
負
担
を
倍
以
上

に
徴
収
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
慎

重
で
あ
る
べ
き
と
の
強
い
意
見
が
あ
っ

た
。

　

政
府
管
掌
健
康
保
険
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
昨
今
の
厳

し
い
経
済
状
況
を
考
慮
零
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
引
上
げ
は
避
け
る
べ
さ
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
費
用
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な
改
革
の
方

向
に
基
づ
い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
負
担
増
は
当
面
避
け
る
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

医
療
保
険
構
造
改
革
審
議
会
（
仮
称
）

の
創
設
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
諮
問
の
際

初
め
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
当
審
議
会
の
審
議
の
経
緯
か
ら
は

薬
剤
の
算
定
に
つ
い
て

◇
対
象
と
な
る
薬
剤

　

入
院
外
（
通
院
及
び
在
宅
）
に
お
け
る

投
薬
の
際
に
交
付
さ
れ
る
薬
剤
を
対
象
と

す
る
。
注
射
、
検
査
、
処
置
、
手
術
等
の

際
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
は
対
象
と
な
ら
な

い
。
◇
薬
剤
の
算
定
単
位

　

一
種
類
一
日
分
ご
と
に
十
五
円
の
負
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

極
め
て
唐
突
な
感
は
否
め
な
い
。
た
だ
し
、

鋭
く
利
害
の
対
立
す
る
医
療
保
険
制
度
全

般
に
つ
い
て
国
民
的
立
場
に
立
っ
て
開
か

れ
た
審
議
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
新

た
に
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
も
一
つ
の
方
策
と
し
て

評
価
で
き
る
面
も
あ
り
、
今
後
、
関
係
者

の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
て
、
所
期
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

現
下
の
医
療
保
険
財
政
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
国
民
の
適
切
な
医
療
の

確
保
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
今
後
、
制
度
の
根
本
的
な
改
革
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
も
、
当
面
の
財
政
危
機

を
克
服
す
る
こ
と
は
最
低
限
急
が
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
厳
し
い
社
会
経
済
環
境
の

中
で
は
あ
る
も
の
の
、
今
回
の
措
置
を
採

る
こ
と
に
つ
い
て
当
審
議
会
と
し
て
は
、

や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

と
す
る
。

　

た
だ
し
、
屯
服
薬
及
び
外
用
薬
に
つ
い

て
は
一
種
類
一
調
剤
分
ご
と
に
十
五
円
の

負
担
と
す
る
。

◇
薬
剤
の
種
類

　

薬
剤
の
品
目
（
銘
柄
）
ご
と
に
一
種
類

と
す
る
。

◇
そ
の
他

　

薬
剤
費
を
包
括
し
た
診
療
報
酬
点
数
が

算
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
薬
剤
に
係
る
一

部
負
担
は
課
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

☆Ｏﾄﾄﾞ○川1997- 2５Ｍ
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患者・障害者を除外し、「保険あって介護なし」の

｢介護保険｣には反対です

患者・国民の負担を強め、受療機会を奪う

医療保険｢改革｣はｺﾞﾒﾝです

蒙

ゝ4ぺ

取
郭

降
参

漿
た

一
か
怖
で
き
な
ゝ

郡
司
鴉
格
差

い
卜
莞
へ
天
Ｊ

）Uyjμ∵I♪卜川

甘抑,ｼ17,111
S甲

ＪＰＣ(日本患者･家族団体協議会)は、わが国における患者運動のナショナルセンターをめざして、

1986年6月に結成されました。現在23の地域難病連と12の全国疾病団体が加盟し、「人間の尊厳･生命

の尊厳が全てにわたり何よりも大切にされる社会」(結成宣言)の実現を願い、医療や福祉の充実･拡

大をめざして運動をすすめています。

Ｊ
九
で
’

戈
。
ジ
ｔ

　
　

ｃ
ぐ

　
　

ｙ
膚
迦

夕
ご

ク
跨
已

　

１
‘
に
之
月
迦
／

　
　
　
　
　

ダ
き
よ
が

健
保
保
険
料
ア
ッ
「

消
費
税
ア
ッ
プ

ヘ
ル
パ
ー
足
り
な
い

特
養
ホ
ー
ム
は

　

一
年
ヽ
２
年
待
ち

ﾆッポンは

すべての人が大切にされる社会をと願っています

JI崎戸忽諸慰巴伊豆

03(39日5)75ai
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介徽保険法の要点

●而X羞＝40歳以上の国民。 40歳から

　

64歳は、老化が原因の要介護状態だ

　

け｀サービス対象

●

扁

豊里辺・割左利用者が負担

　

し、残る費用を公費と保険料で半分

　

ずつ負担する。公費は、国が50％、

　

都｀首、県と市町村か各25％を負担
．IJa:jal

皿市町

　

村の介護サービスの整備程度や本人

　

の所得により異なる。厚生省の試算

　

では､2000年度では月額250[1円程度。

　

eoiD年度には3500円程度になる。 40

　

歳から64歳は医療保険料と一緒に徴

　

収され、民間サラリーマンなら企業

　

側か半分、国保加入者は国が半分程

　

度負担する。 65歳以上は原則として

　

公的年金から天引き

●サービス＝在宅は、ホームヘルパー

　

や看護婦による訪問サービスと、施

　

設に日帰りや数日間入るサービスが

　

ある。長期間入る施設は、特別養護

　

老人ホームと老人保健施設、病院の

　

療養型病床群がある

●運営主体＝市町村と東京都の23区

●実施=2000年度から

国の介護保険法案に反対する

私たちの５つの理由
①公的な責任があいまい

②保険料だけ徴収され、「保険あって介護なし」のおそれ

③保険制皮では大量の無保険者を生み出す

④「介護」を必要とする若年者を排除する

⑤保険料や利用料の新たな徴収は、国民負担を増大する

私たちは公的介護保障の
拡充を強く求めます

　

いま国がすすめている新ゴールドプランを早期に達成

し、さらに上積みをして介護サービス基盤を全国的に拡充

する。恭盤整備は、高齢者の介護はもちろん、年齢や障害

の種類や程度に関係なく、介護が必要なすべての人に必要

な介護サービスが提供できるようにする。そのための財源

は保険料に求めるのではなく、税金を充てるべきです。

川建保本人2割･70歳以上外来1回500円･薬1種類15円上乗せ

こんな改悪を許すことはできません

　

今回の医療保険制皮改悪だけでも国民は大変

な負担増を押しつけられることになります。

　

ところが、国は、21世紀までにさらに第２・

第３段階の改悪を準備しています。かぜや腹痛

などの軽い病気の薬についての保険はずしや、

保険医療は「基本的な部分に限る」として。保

険でなく自費でかかる自由診療との混合医療を

認める。金さえつめば２階、３階あるいは離れ

もついた医療を受けられると言うことです。

　　

「金の切れめが、命の切れめ」にならないよ

う、だれもが、いつでも、どこでも最善の医療

が受けられることを願っています。

現　　行 医療改悪で

健康保険

本人　　　１割

家族　入院２割

　　　外来３割

本人　　　　　　２割

家族　　　　入院２割

　　　　　　外来３割

薬剤　外来薬剤１種類

　　　につき１日15円

国保一般

３割 　　　　　　　　　３割

薬剤　外来薬剤□

　　　　につき１日15円

老人保健

入院１日710円

外来１月1〔〕20円

入院　　　１日10[〕0円

外来　　　1[ll]500円

　(月４回を上限)

薬剤　外来薬剤１種類

　　　につき１日15円

署名にあたつてのお願い･

＊署名には原則として印鑑を押してください。印鑑をお持ちあわせでない方は、サインで結構です。

＊ご家族ご一緒に署名してくだる場合、「ﾉﾉ」「々」などとせす､住所をきちんとお書きください。

募金にもご協力ください り
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請願事項

１。年齢、障害・疾病の種類を問わす、介護が必要な全ての国民に国の

　

責任で「人間としての尊厳を保てる介護」を保障する制度を確立して

　

ください。

２。国民の負担を強化し病院から患者の足を遠のける医療保険制度「改

　

革」はやめ、誰もが安心していつでも最良最善の医療が受けられるよ

　

う医療保険制度を拡充してください。

氏

名

住

所

印

募
金

募金は今回の国会請願署名活動に必要な費用(署名用紙など)として使わせていただくほか、JPC

とＪＰＣ加盟団体が運動を進めるための貴重な資金として、大切に活用させていただきます。

●・

一〇
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衆議院議長

参議院議長

殿
殿

1997年 月

　　

日

請願団体日本患者・家族団体協議会

　　　　　　

〒171

　

東京都豊島区目白2 -38-２

　　　　　　

ＴＥＬ[)3-3985-7591

　

柴山会ビル

請願人

　

氏名

　　　　

住所

紹介議員

医療と介護の拡充を

　

求める請願書

請願の趣旨

⑩

　
　

⑩

　

私たち難病や慢性疾患で長年にわたり病気と闘っている患者は、昨今の社会保障を

めぐる動きには針のむしろに座るような気持ちです。「保険あって介護なし」といわ

れる「介護保険法」案が新たにつくられようとしており、医療保険制度も大幅な患者

負担の増加を求める方向で「改革」されようとしています。

　

高齢者はもとより、難病や慢性疾患の患者にとっても、介護問題は深刻です。しか

し、いま厚生省が提案している「介護保険法」案では私たちの深刻な実情が改善され

るとは考えられません。家族に重くのしかかっている介護を、「国や地方自治体の責

任により１日も早く解決せよ」ということはすべての患者・家族の切なる願いです。

　

医療保険制度は、国民の健康を回復し維持するためのわが国における社会保障制度

の柱です。ところが、国民の健康を守るために不可欠なこの医療保険制度が1980年代

以降次々に後退させられてきました。

　

私たち難病や慢性疾患の患者や家族が安心して医療や介護を受けることができるよ

う、制度の拡充を強く要望し請願いたします。

(取扱団体名)

一 一 一 一 一
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1997年２月７ロ発行

医療保険『改革』は口

す。

夫

　

今
日
は
２
週
間
に
１
度
の
診
察
日
だ
、
風
邪

ぎ
み
な
の
で
つ
い
で
に
風
邪
薬
も
も
ら
っ
て
こ
よ

う
。
4
0
0
0
円
あ
れ
ば
足
り
る
だ
ろ
う
。

妻

　

５
月
か
ら
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
っ
て
、
支

払
い
が
倍
に
な
っ
た
の
よ
。
薬
代
も
別
に
と
ら
れ

る
の
よ
。
薬
の
種
類
別
に
１
日
1
5
円
ず
つ
だ
か
ら

医療保険｢改革｣案による負担増の内容

4
0
0
0
円
じ
ゃ
と
て
も
た
り
な
い
わ
よ
。

夫

　

え
Ｉ
つ
、
病
院
へ
行
く
と
１
回
で
‐
一
万
円
か

と
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
。
薬
が
欲
し
く
て

も
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
と
医
師
に
頼
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
な
。
こ
れ
で
は
少
し
ぐ
ら
い
の
病

気
で
は
病
院
に
行
け
な
く
な
る
な
。

祖
父

　

今
ま
で
月
1
0
2
0
円
で
何
回
で
も
診
察

を
受
け
ら
れ
た
の
に
、
こ
れ
か
ら
は
１
回
ご
と
に

伽
円
と
ら
れ
る
ん
だ
っ
て
。

妻

　

そ
の
他
に
こ
れ
か
ら
は
１
日
１
種
類
1
5
円
の

薬
代
も
と
ら
れ
る
し
、
入
院
費
も
Ｉ
Ｂ
Ｅ
円
値
上

げ
さ
れ
て
、
１
日
1
0
0
0
円
に
な
る
の
よ
。
そ

れ
に
入
院
給
食
が
１
日
7
6
0
円
か
か
る
の
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
家
の
経
済
を
考
え
て
入
院
し
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。

　

４
月
か
ら
消
費
税
が
５
％
に
値
上
げ
さ
れ
る

現　　　行 医療改悪で

健康保険

本人　　　1割

家族　入院2割

　　　　外来3割

本人　　　　　　　2割

家族　　　　　入院2割

　　　　　　　外来3割

薬剤　　外来薬剤1種類

　　　　につき1日15円

国保一般

3割 　　　　　　　　　3割

薬剤　　外来薬剤1種類

　　　　につき1日15円

老人保険

入院1日　710円

外来1月1020円

入院1日　　　　1000円

外来1[回　　　　　500円

(月4回を上限)

薬剤　　外来薬剤1種類

　　　　　につき1日15円①

し
、
健
康
保
険
の
保
険
料
率
も
あ
が
る

し
、
え
っ
、
そ
れ
に
介
護
保
険
料
も
取

ら
れ
る
の
か
し
ら
。
給
料
の
手
取
り
が

減
り
、
生
活
が
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
る

わ
。

患者負担改悪の歴史

1983年２月 老人医療の有料化 外来1月400円　入院1日300円

1984年10月 健康保険法の改正 本人　1割負担

1987年１月 老人負担金の引上げ 外来1月800円　入院1日400円

1992年１月 老人負担金の引上げ 外来1月900円　入院1日600円

1993年４月 老人負担金の引上げ 外来1月1000円　入院1日700円

1994年10月 入院絵食費の有料化 入院1日600円

1995年４月 老人負担金の引上げ 外来1月1020円　入院旧710円

1996年10月 給食負担金の引上げ 入院1日　　　　　　　　760円

　

医
師
会
な
ど
も
反
対
表
明

　

日
本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師

会
、
日
本
薬
剤
師
会
は
2
7
日
、
今

回
の
医
療
保
険
改
悪
案
を
「
患
者

負
担
を
倍
以
上
に
徴
収
す
る
な
ど

当
面
の
財
政
効
果
の
み
に
終
始
し

て
い
る
Ｌ
と
批
判
し
、
「
十
分
な

時
間
を
与
え
ず
に
諮
問
即
答
申
と

い
っ
た
今
回
の
一
方
的
な
運
営
方

法
に
た
い
し
て
、
厚
生
省
お
よ
び

る
Ｌ
と
、
連
名
で
見
解
を
出
し
署

名
運
動
も
し
て
い
ま
す
。

521２

1997-ご］⑤り川卜
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１
介
護
保
険
」

夫

　

今
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る

介
護
保
険
法
案
て
、
ち
ょ
っ
と
お
か

し
い
ぞ
。

妻

　

た
し
か
、
4
0
歳
以
上
の
国
民
が

加
入
す
る
保
険
な
ん
で
し
ょ
。

祖
母

　

私
た
ち
高
齢
者
も
、
保
険
金

を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か

い
。
で
も
、
収
入
が
な
く
て
、
払
え

な
い
場
合
だ
っ
て
あ
る
ん
じ
や
な
い

の
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
く
て

も
保
険
料
を
払
え
な
い
人
は
だ
め
な

の
か
い
、
そ
ん
な
の
つ
ら
す
ぎ
る
よ
。

妻

　

で
も
、
こ
の
保
険
が
で
き
れ
ば
、

動
け
な
く
な
っ
た
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

皿
Ｓ,＝

　　

は

が
き
て
く
れ
た
り
、
介
護
施
設
も
た

く
さ
ん
で
き
る
ん
で
し
よ
。

祖
母

　

助
か
る
ね
。
わ
た
し
も
6
5
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
、
め
っ
き
り
足
が
弱

く
な
っ
て
、
困
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

あ
な
た
た
ち
夫
婦
が
働
い
て
い
る
昼

間
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
ね
。

夫

　

い
や
、
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
ん

だ
よ
。
寝
た
き
り
で
、
い
つ
も
誰
か

の
介
護
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な

い
人
だ
け
が
対
象
の
よ
う
だ
よ
。
で

も
、
家
庭
に
よ
っ
て
介
護
で
き
る
状

態
が
違
う
し
、
全
国
】
律
に
格
差
の

な
い
サ
ー
ビ
ス
な
ん
て
考
え
ら
れ
な

い
よ
。
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
買
え
ば

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
要
望
も
応
え
ら
れ

る
け
れ
ど
な
。

妻

　

わ
が
家
に
は
、
そ
ん
な
経
済
的

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
若

く
た
っ
て
病
気
や
障
害
で
介
護
が
必

要
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
じ
ゃ
な

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
｛

　

司

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
二
八
二
八
号
（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
発
行
）

ｊ
ｊ
－
Ｊ
Ｉ
・
ａ
ゆ
ａ

ａ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｀
ｊ
ｌ

iL^iiilii

の

対
ｉ
●

い
、
こ
の
介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら

な
い
な
ん
て
お
か
し
い
わ
よ
。

祖
母

　

こ
の
あ
い
た
病
院
で
聞
い
た

け
ど
、
い
ま
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ヘ
入
居
し
て
い
る
人
で
も
、
2
0
0

5
年
に
は
一
所
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
し

て
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
人

は
追
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
っ

て
い
っ
て
た
よ
。

妻

　

こ
れ
か
ら
、
高
齢
化
社
会
が
く

る
の
は
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

も
っ
と
高
齢
者
の
人
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
施
設
を
国
が
責
任
を
持

っ
て
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
、
介
護
が
必

要
な
人
が
い
つ
で
も
、
年
齢
や
、
病

気
に
関
係
な
く
、
お
金
の
心
配
も
し

な
く
て
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

つ
て
で
き
な
い
の
か
し
ら
。

市町村(運営主体)

Ｅ

付

乱

※保険料などは2000年度の推計位

　　　　　　

地方自治体で反対の声

　

公的介護保障の充実は、国民誰もが望んでいるのですが、「介

護保険法」案が国会で審議されだしたこの時期、多方面から政

府案に疑問の声、反対の声が上がってきています。

　

栃木県大ｍ原市議会は、「財源は保険料でなく、消費税に求

めるべきだ」と、介護保険法案に反対する意見書を賛成多数で

可決しました。

　

東京都武蔵野市の市長は全国の自治体首長に手紙を出しまし

た。その中で、市長は政府案に対して、「要介護認定の基準や

保険料、調整交付金の交付などことごとく国が決め、それに市

町村が従う仕組みは、地方分権の流れに反する」として、地域

の実情にあった仕組みにするためにも、「介護地方消費税」を

創設することを提案し、「介護保険制度導入は拙速」と訴えて

います。

賛
片
魏
靉
鴉
昌
理
2
　
6
4
背
Ｉ
ニ
呂

う①卜叫り俯=フ1997－
ｊ２２
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